
９月６日撮影
　町内では、収穫の秋を迎え、多
くのところで稲刈りが行われてい
ました。

実
り
の
秋
！

主な内容
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五
霞
町
文
化
協
会
加
入
団
体
の

「
コ
ー
ル
み
ず
き
」
が
、８
月
24
日
、

25
日
、
金
沢
歌
劇
座
（
石
川
県
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
出
場
し
、
少
数
で
も
会
場
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
る
歌
声
で
会
場
を

沸
か
せ
、
見
事
、
優
秀
賞
に
あ
た

る
「
ひ
ま
わ
り
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
全
国
大
会
出
場
を
決
定

付
け
た
第
42
回
全
日
本
お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
関
東
支
部
大
会
（
よ

こ
す
か
芸
術
劇
場
（
神
奈
川
県
）

開
催
）
に
お
い
て
も
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
を
終
え
て

　
全
国
大
会
出
場
は
、
今
回
の
金
沢
で
３
回

目
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
出
場
の
時
は
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き

る
だ
け
で
大
喜
び
、
派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
衣
装
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
今
日
も
ひ
と
つ
」
の
３
曲
は
、
星

野
富
弘
さ
ん
の
詩
が
会
場
に
届
く
よ
う
に
と

大
切
に
歌
い
上
げ
、指
揮
者
、伴
奏
者
、そ
し
て
、

私
た
ち
の
歌
声
が
一
つ
に
な
り
、
幸
せ
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　
10
月
12
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
県
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
30
回
東
日
本
合
唱

祭
と
い
う
名
誉
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に
招
待
い
た
だ

き
、
総
勢
５
０
０
名
の
大
合
唱
を
８
曲
披
露
す

る
予
定
で
す
。

きらり輝く！　　全国への挑戦者たち 特集きらり輝く！　　全国への挑戦者たち

輝くおかあさんたちの星
「朝日新聞社提供」

全国大会で表彰を受けるコールみずき
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花
崎
徳
栄
高
等
学
校
３
年
の
宮

﨑
可
純
さ
ん（
五
霞
中
学
校
卒
業
）

が
、
８
月
８
日
か
ら
11
日
、 

21
世

紀
の
森
体
育
館
（
沖
縄
県
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
46
回
全
国
高

等
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出

場
し
、
女
子
団
体
組
手
で
３
位
、

女
子
個
人
組
手
で
５
位
に
輝
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
全
国
大
会
出
場
を
決
定

付
け
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選
大

会
（
深
谷
市
総
合
体
育
館
（
埼
玉

県
）
開
催
）
に
お
い
て
は
、
女
子

個
人
組
手
、
女
子
団
体
組
手
で
見

事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○
き
っ
か
け
は
兄
を
真
似
し
て

　
通
っ
て
い
た
五
霞
幼
稚
園
の
空
手
教
室
で
、

先
に
兄
が
空
手
を
習
っ
て
お
り
、
自
分
も
や
り

た
く
な
っ
て
空
手
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
ど
ん
ど
ん
は
ま
り
、
強
化
ク
ラ

ス
に
入
り
、
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

○
「
楽
し
か
っ
た
」
と
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を

　
感
じ
ら
れ
た
全
国
大
会

　
全
国
大
会
を
経
験
し
て
み
て
「
楽
し
か
っ

た
」
と
い
う
思
い
が
一
番
強
い
で
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い
練
習
を
と
も
に
し
て
き
た
仲

間
と
今
ま
で
指
導
い
た
だ
い
た
監
督
、そ
し
て
、

全
国
各
地
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
両
親
、

み
な
さ
ん
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

○
今
後
も
…

　
今
後
も
空
手
を
続
け
て
い
き
、
空
手
を
通
し

て
、
多
く
の
人
と
交
流
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

宮﨑　可純さん
幼稚園から空手を始め、道場に通い
ながら練習に励み、五霞中学校１、２
年生のとき、全国中学校空手道選抜
大会、中学校３年生のとき全国中学
生空手道選手権大会に出場、また、
高校進学後も数多くの大会に出場さ
れ、好成績を収めている。

きらり輝く！　　全国への挑戦者たちきらり輝く！　　全国への挑戦者たち

五
霞
町
か
ら
全
国
へ

　
き
ら
り
輝
く
若
い
力

下段左から二人目：全国大会で表彰を受ける宮﨑さん

宮﨑さん



広報ごか　2019．10 4

積立金、投資及び出資金、貸付金

よ
み
て
見
を
布
財
お
の
町

う
!!

 
平
成
30

て
い
つ
に
算
決
度
年

 

町税
21億6,481万円

地方交付税、国県支出金等
12億622万5千円

繰入金
6億6,089万1千円

町債
2億6,010万円

繰越金
1億9,917万4千円

寄附金、財産収入等
8,215万円

使用料、分担金等
5,815万3千円

人件費

補助費等

8億6,964万3千円

7億2,581万9千円

繰出金
6億763万5千円

扶助費
5億3,138万9千円

物件費
5億1,590万6千円

3億3,899万2千円

普通建設事業費
2億2,939万4千円

維持補修費
9,389万6千円

公債費
3億3,507万9千円

　五
霞
IC
周
辺
地
区
土
地

区
画
整
理
組
合
補
助
金
等

の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度

比
２
億
３
，
９
９
６
万
５

千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　町
税
は
、
町
民
税
等

の
増
収
に
よ
り
、
前
年
度

比
３
，
２
４
６
万
６
千
円

増
と
な
り
ま
し
た
。

　地
方
交
付
税
や
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
減
等
に

よ
り
、
前
年
度
比
２
億
６
，

２
１
６
万
６
千
円
減
と
な
り

ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
の
臨
時
福

祉
給
付
金
の
皆
減
等
に
よ

り
、
前
年
度
比
５
，
６
９

８
万
９
千
円
減
と
な
り
ま

し
た
。

　平
成
29
年
度
小
中
学

校
空
調
設
備
設
置
工
事

の
皆
減
等
に
よ
り
、
前

年
度
比
７
８
４
万
６
千

円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　財
政
調
整
基
金
繰
入

金
の
増
に
よ
り
、
前
年

度
比
５
億
９
，
９
１
４

万
１
千
円
増
と
な
り
ま

し
た
。

　前
年
度
よ
り
３

億
５
，
０
８
４
万

３
千
円
減
と
な
り

ま
し
た
。

　水
道
事
業
会
計
出

資
金
の
増
等
に
よ
り

前
年
度
比
９
，
８
７

６
万
１
千
円
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県

の
補
助
金
や
借
入
金
等
を
基
に
行
政
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
町
が
ど
れ
だ
け
の
費
用

を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
町
の
決
算
と

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
総
額
46
億
３
，
１

５
０
万
3
千
円
、
歳
出
総
額
42
億
４
，
７

７
５
万
3
千
円
で
、差
引
き
３
億
８
，３
７
５

万
円
の
繰
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、
前
年
度
と
比
較

し
て
、
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国

庫
支
出
金
、
繰
越
金
等
が
減
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
町
税
、
繰
入
金
等
が
増
額

し
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
全
体
と
し
て
は

７
７
５
万
6
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
投
資
及
び
出
資
金
等
が

増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
補
助
費
、
扶
助

費
等
が
減
額
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
で

1
億
７
，
６
８
１
万
万
9
千
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

決
算

歳出総額
42億4,775万3千円

前年度比
△1億7,681万9千円
（4.0％減）

歳入総額
46億3,150万3千円

前年度比
775万6千円
（0.2％増）
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指　標 数　値 前年度比 内　容
実質赤字比率
（基準15.00） 赤字なし ― 一般会計を中心とした赤字の割合

連結実質赤字比率
（基準20.00） 赤字なし ― 一般会計のほか、特別会計や企業会計まで

を含めた全会計の赤字割合
実質公債費比率
（基準25.0） 　8.9％ 0.1％ 年間の借金返済額の割合
将来負担比率
（基準350.0） 40.7％ 27.4％ 将来に負担が見込まれる借金の割合

五霞町　　　　県内町村平均　　　　類似団体平均
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財政力指数（３か年平均）
高いほど町が自力で調達できるお金が多い

経常収支比率
高いほど自由に使えるお金が少ない

貯
金
は

ど
れ
く
ら
い
？

借
金
の

残
高
は
？

　
町
の
貯
金（
基
金
積
立
金
）

は
、
公
共
施
設
等
の
維
持
管

理
や
更
新
等
に
係
る
費
用
を

確
保
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
2
億
円
の
積
み
立
て
を

行
い
ま
し
た
が
、
財
源
調
整

に
よ
る
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
を
行
っ
た
た
め
、
総

額
は
23
億
８
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
町
の
借
金（
地
方
債
）は
、

公
共
事
業
等
債
（
町
道
５

号
線
道
路
整
備
事
業
や
地

盤
沈
下
対
策
事
業
）、
公
共

下
水
道
事
業
債
な
ど
新
た

な
借
入
れ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
計
画
的
な
償
還
に
よ

り
、
地
方
債
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

財
政
は

大
丈
夫
？

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
危
機
を
早
期
に
是
正

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

財
政
判
断
指
標
を
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
、
基
金

の
減
少
に
よ
り
上
昇
し
ま
し

た
が
、
財
政
健
全
化
判
断
比

率
と
し
て
は
、基
準
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、

さ
ら
に
人
口
減
少
や
社
会
保

障
費
・
公
共
施
設
等
の
更
新

費
用
等
が
増
大
し
て
い
く
こ

と
が
中
期
財
政
見
通
し
に
お

い
て
試
算
さ
れ
て
お
り
、
次

年
度
以
降
は
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
本
町
の
財
政
の

姿
や
運
営
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
う
た
め
の
指
針
と
な
る

中
期
財
政
見
通
し
を
更
新
し

な
が
ら
財
政
運
営
を
し
て
い

き
ま
す
。
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国民健康保険
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

介護保険事業
特別会計

公共下水道事業
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

水道事業会計
（収益的収支）

水道事業会計
（資本的収支）

１２億１,０４８万３千円

１１億７,３０７万２千円

１億７,７０４万２千円

１億７,６６８万３千円

７億６,９４６万１千円

７億６,８３１万円

６億６,９４０万９千円

６億６,２２９万８千円

１億７,２１２万１千円

１億７,１１２万円

４億７,０９６万６千円

４億３,０６１万円

２億９２３万９千円

３億４,３９９万３千円

0円 5億円1億円 10億円 15億円

特
別
会
計

決
算

　
町
で
は
、
一
般
会
計
の
他
に
５

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
、
市
町
村
と
と
も
に
国
保
運
営

を
担
い
国
保
制
度
の
安
定
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
歳

入
・
歳
出
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
比
１
億
３
，
７
３
３
万
１
千

円
、
８
，
８
２
６
万
６
千
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
へ
一
般
会
計
か

ら
の
補
助
金
は
８
，
０
０
９
万
円

で
前
年
度
比
３
，
５
５
６
万
１
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
資

金
は
、
１
億
２
０
３
万
９
千
円
で
、

前
年
度
比
１
億
９
８
万
１
千
円
の

増
と
な
り
、
補
助
金
及
び
出
資
金

の
合
計
は
、
こ
こ
数
年
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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第
５
次
五
霞
町
総
合
計
画　

後
期
基
本
計
画

　
第
５
次
五
霞
町
総

合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
４
年
目
と
し
て

「
人
が
き
ら
め
き 

だ

れ
も
が
安
心
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち 

五
霞
」

を
実
現
す
べ
く
、
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
関
心
・
共
感
・
愛
着
」

に
代
表
さ
れ
る
施
策

を
重
点
的
に
展
開
し

な
が
ら
様
々
な
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

健
や
か
と
安
ら
ぎ
を
育
む

〈
健
康・子
育
て・福
祉
〉

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
育
む

〈
都
市
基
盤・生
活
基
盤
〉

と
も
に
ま
ち
を
育
む

〈
ま
ち・地
域
づ
く
り
、行
財
政
運
営
〉

豊
か
な
自
然
と
安
全
を
育
む

〈
環
境・防
災・防
犯
〉

人
と
文
化
を
育
む

〈
教
育・文
化
〉

豊
か
さ
と
活
力
を
育
む

〈
農
業
、産
業
〉

平
成
30
年
度

主
な
事
業

◯主な事業
 『保育所運営事業』
　施設型給付費委託料など	 1億5,091万円

◯主な事業
 『町道整備事業』
   町道1561号線改良工事（山王山地内）など		
		  １億5,741万円

◯主な事業
 『町有財産管理事業』
   公共施設等総合管理計画推進支援業務委託
　など		  1,302万円

◯主な事業
 『地域防災対策推進事業』
　地域防災計画書改定委託など	 1,935万円

◯主な事業
 『茨城国体推進事業』
　いきいき茨城ゆめ国体五霞町実行委員会への
　補助など	 522万円

◯主な事業
 『道の駅ごか振興事業』
　道の駅ごかあり方調査業務委託など
		  2,091万円

第２章

第４章

第６章

第１章	

第３章

第５章
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ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

を
除
き
、
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
に
よ
る
煙
、
す
す
、
悪
臭

は
、
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け

で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時

期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
ド
ラ

ム
缶
で
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼

却
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
も
野
焼
き

行
為
と
み
な
さ
れ
、
処
罰
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

は
、
正
し
く
分
別
を
行
い
、
決
め
ら

れ
た
方
法
で
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ

う
。

野
焼
き
の
例
外

　
野
焼
き
の
例
外
と
し
て
は
、
次
の

６
項
目
が
あ
り
ま
す
。

①
構
造
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
に

よ
る
焼
却
行
為

　（
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
い
る

特
定
小
型
焼
却
炉
）

②
災
害
の
予
防
や
応
急
対
策
、
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
焼
却

　（
災
害
時
の
木
く
ず
等
の
焼
却
や

消
防
防
災
訓
練
に
よ
る
焼
却
な

ど
）

③
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

　（
ど
ん
ど
焼
き
、
か
が
り
火
、
た

い
ま
つ
な
ど
）

④
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
焼
却
行
為

　（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
土
器

の
製
作
に
伴
う
木
く
ず
の
焼
却
、

飯
ご
う
炊
飯
に
よ
る
焼
却
な
ど
）

⑤
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
焼
却
行
為

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
不
可

※
稲
わ
ら
等
の
有
効
活
用
に
関
し
て

は
、
広
報
ご
か
9
月
号
へ
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⑥
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　（
落
ち
葉
た
き
等
）

※
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
活
ご
み
は

不
可

　
こ
れ
ら
の
例
外
に
あ
て
は
ま
る
野

焼
き
を
す
る
場
合
で
も
、
周
辺
へ
の

生
活
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

ご
み
の
野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

平成30年度
境警察署管内による
野焼き検挙件数

件

平成 年度
境警察署管内による
野焼き検挙件数

件

30

22

　
県
で
は
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
の

方
へ
の
適
正
設
置
・
管
理
を
促
す

た
め
「
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正

な
設
置
・
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
28
年

10
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
設
置

の
手
続
き
や
施
工
に
あ
た
っ
て
配

慮
す
べ
き
事
項
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
、
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確
認

し
、
設
置
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
す
る
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
出
力
が
50 

kw
以
上
の
場
合
、
町
へ

「
事
業
概
要
書
」
を
提
出
し
、
事
前

協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
、
発
電
を
開
始
し
て
い

る
場
合
や
、
10 

kw
以
上
50 

kw
未
満

の
施
設
に
つ
い
て
も
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
適
正
な

施
工
や
維
持
・
管
理
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
場
合
、
設
置
で
き

な
い
エ
リ
ア
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
事
業
用
の
太
陽
光
発
電
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
設
置
す
る
と
き
に
は五霞町　太陽光

で検索

※通信費は、個人負担と
　なります。
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④
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
焼
却
行
為

　（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
土
器

の
製
作
に
伴
う
木
く
ず
の
焼
却
、

飯
ご
う
炊
飯
に
よ
る
焼
却
な
ど
）

⑤
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
焼
却
行
為

※
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は
不
可

※
稲
わ
ら
等
の
有
効
活
用
に
関
し
て

は
、
広
報
ご
か
9
月
号
へ
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

⑥
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　（
落
ち
葉
た
き
等
）

※
一
般
家
庭
か
ら
出
る
生
活
ご
み
は

不
可

　
こ
れ
ら
の
例
外
に
あ
て
は
ま
る
野

焼
き
を
す
る
場
合
で
も
、
周
辺
へ
の

生
活
環
境
に
は
十
分
配
慮
し
て
、
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

保
守
点
検

■
浄
化
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や
タ

イ
マ
ー
な
ど
の
点
検
調
査
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
消
毒
剤
を
定
期
的

に
補
充
し
、
放
流
先
が
不
衛
生
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重

要
な
作
業
で
す
。

■
10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
浄
化
槽
の

場
合
、
年
3
～
4
回
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
県
に
登
録
し
て
い
る
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃

■
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど

を
抜
き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。

■
年
に
1
回
以
上
（
全
ば
っ
気
方
式

は
6
か
月
に
1
回
以
上
）
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
清
掃
は
許
可
事
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。
許
可
事
業
者
は
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
。

法
定
検
査

■
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
き

ち
ん
と
行
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放

流
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。

■
最
初
の
検
査
は
、
浄
化
槽
を
使
い
始

め
て
か
ら
3
～
8
か
月
の
間
に
１

回
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
後
は
、

毎
年
１
回
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
（
公

社
）
茨
城
県
水
質
保
全
協
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

（
☎
０
２
９（
２
９
１
）４
０
０
４
）

一
括
契
約
シ
ス
テ
ム

■
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を

一
括
し
て
契
約
で
き
る
「
一
括
契

約
シ
ス
テ
ム
」
を
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
契
約
を
仲
介
す
る
保
守
点
検
業

者
、
清
掃
業
者
、
ま
た
は
、
（
公

社
）
茨
城
県
水
質
保
全
協
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

■
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
か

ら
の
汚
水
の
み
を
処
理
し
、
台
所

や
お
風
呂
か
ら
の
生
活
雑
排
水

は
、
そ
の
ま
ま
放
流
し
て
し
ま
い

ま
す
。
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処

理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転

換
す
る
こ
と
で
、
放
流
す
る
汚
れ

の
量
を
1/8
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
身
近
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

　
☎
０
２
９（
３
０
１
）２
９
６
６

・
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

浄
化
槽
を
お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ 

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き

を
利
用
し
て
生
活
排
水
を
き
れ
い
に

す
る
装
置
で
す
。

　
浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
維
持
管

理
（
保
守
点
検
・
清
掃
）
と
法
定
検

査
が
必
要
で
あ
り
、
法
律
に
よ
り
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
適
正
な
維
持
管
理
と
法
定
検
査
を

行
い
、
浄
化
槽
を
正
し
く
使
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

ご
か
り
ん
号
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ご
か
り
ん
号
専
用
駐
輪
場
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
や
環
境
に
配
慮
し
、「
サ
イ
ク
ル

＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
を
推
進
し
、
バ
ス
停

付
近
に
無
料
駐
輪
場
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
「
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
と

は
、
家
か
ら
バ
ス
停
ま
で
自
転
車
で

行
き
、
バ
ス
停
近
く
の
駐
輪
場
に
自

転
車
を
置
い
て
か
ら
バ
ス
で
目
的
地

へ
向
か
う
、
自
転
車
と
バ
ス
を
使
っ
た

移
動
方
法
の
一
つ
で
す
。

　
通
勤
・
通
学
や
買
い
物
な
ど
様
々

な
日
常
の
移
動
手
段
と
し
て
、
ご
か

り
ん
号
を
利
用
さ
れ
る
際
、
駐
輪
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
自
転
車
で

　
バ
ス
停
付

　
近
の
駐
輪

　
場
へ

②
自
転
車
を

　
駐
輪

③
バ
ス
停
か
ら

　
バ
ス
に
乗
っ

　
て
駅
な
ど
の

　
目
的
地
へ

■
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ
ド

　
無
料
駐
輪
場

・
五
霞
町
役
場

・
保
健
セ
ン
タ
ー

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
山
王
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

・
江
川
天
満
宮

・
江
川
本
村
バ
ス
停

・
地
域
安
全
セ
ン
タ
ー

・
冬
木
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

・
三
嶋
神
社

・
中
央
公
民
館

・
消
防
詰
所
前

※
駐
輪
場
で
の
盗
難
や
事
故
等
は
、

利
用
者
の
責
任
に
お
い
て
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

【こちらの看板が目印となります】

【サイクル＆バスライドのイメージ】
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結
婚
支
援
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　
町
は
、
結
婚
を
希
望
し
、
結
婚
に
向

け
て
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
独

身
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

結
婚
に
向
け
て
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
「
結
婚
支
援
員
」
を
次
の
13
名
の
方

に
委
嘱
し
ま
し
た
。

☆
結
婚
支
援
員
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

　
堀
山
　
幸
治
（
幸
主
）

　
梅
田
　
福
一
郎
（
土
与
部
）

　
影
山
　
德
治
（
山
王
山
）

　
植
竹
　
敏
子
（
原
宿
台
）

　
石
塚
　
和
実
（
小
福
田
）

　
青
木
　
照
枝
（
原
宿
台
）

　
豊
田
　
み
と
（
新
幸
谷
）

　
島
村
　
紀
子
（
元
栗
橋
）

　
関
口
　
美
佐
子
（
両
新
田
）

　
大
久
保
　
千
枝
子
（
小
手
指
）

　
菊
地
　
丈
夫
（
工
業
ク
ラ
ブ
）

　
篠
﨑
　
早
苗
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
水
除
　
早
苗
（
商
工
会
）

◯
任
期
　
令
和
元
年
８
月
１
日
〜

　
　
　
　
令
和
２
年
７
月
31
日

　
結
婚
支
援
員
は
、「
結
婚
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
い
」、「
相
手
の
探
し
方
が
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
結
婚
に
向
け
た
具

体
的
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

寄
附
が
あ
り
ま
し
た

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会

結
果

　
８
月
17
日
、
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場

に
お
い
て
、
２
０
１
９
Ｂ
＆
Ｇ
全
国

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
約
７
０
０
名
が
参
加
し
、

本
町
か
ら
は
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
大

橋
稜り
ょ
う

さ
ん
（
五
霞
中
学
校
）、
小
林
広ひ
ろ
翔と

さ
ん
（
五
霞
中
学
校
）、
鈴
木
瑠る

奈な

さ
ん

（
五
霞
東
小
学
校
）、栗
原
聖し
ょ
空あ

さ
ん
（
五

霞
東
小
学
校
）、
森
谷
琉る

夏か

さ
ん
（
五
霞

西
小
学
校
）
の
５
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
鈴
木
瑠
奈
さ
ん
が
、
小

学
５・６
年
生
女
子
背
泳
ぎ
の
部
で
第
３

位
、
自
由
形
の
部
で
第
５
位
に
な
る
な

ど
各
種
目
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
、

今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
27
日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
お
い
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と

し
て
集
ま
っ
た
収
益
金
２
９
，
０
０
０

円
の
寄
附
が
中
村
静
雄
実
行
委
員
長
よ

り
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
厚
志
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

■
体
協
会
長
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日
　
７
月
28
日
～
８
月
18
日

○
場
所
　
五
霞
中
学
校
野
球
場

○
結
果

　
優
　
勝
　
元
栗
橋
本
田
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
原
宿
台
チ
ー
ム

メダルを獲得した鈴木瑠奈さん

　
平
成
27
年
度
か
ら
五
霞
町
結
婚
支
援

員
連
絡
会
を
組
織
し
、
令
和
元
年
度
か

ら
は
「
※
う
め
結
び
　
ご
か
」
を
愛
称
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
結
婚
支
援
員
は
、
地
域
の
世
話
役
と

し
て
、
結
婚
に
向
け
て
の
行
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

※
五
霞
町
の
木
「
梅
の
木
」
と
連
絡
会

　
の
活
動
で
あ
る
「
縁
結
び
」
を
合
わ

　
せ
た
も
の
で
す
。「
う
め
結
び
」
は
、

　
固
く
結
ば
れ
て
解
け
な
い
と
い
う
意

　
味
を
持
ち
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

※通信費は、
　個人負担と
　なります。
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10
月
１
日
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す

 

（
健
康
福
祉
課
）

令
和
２
年
度
町
内
認
定
こ
ど
も
園（
保
育
部
分
）の
入
園
申
込

の
受
付
が
始
ま
り
ま
す	

　
　

    　
　

  

（
健
康
福
祉
課
）

①認定こども
園（保育）・
保育所等

②認定こども園（教育）・
新制度幼稚園等 ③従来型の幼稚園等 ④認可外保育

施設等
利用料 預かり保育 利用料 預かり保育

３～５歳児
クラス※２ 対象 対象

対象※１
（上限11,300 円

／月）

対象※１
（上限25,700 円

／月）

対象※１
（上限11,300 円

／月）

対象※１
（上限37,000

円／月）
市町村民税
非課税世帯の
０～２歳児
クラス

対象
対象※１

（上限42,000
円／月）

施設等利用給付
認定申請の要否 不要 必要（事前申請）

※
１
　
月
64
時
間
以
上
の
就
労
等

が
あ
る
方
の
み
該
当
。

※
２
　
①
・
④
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
お
子
さ
ん
が
３
歳
を
迎

え
た
次
の
４
月
１
日
よ
り
対
象
。

　
10
月
１
日
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
保
育
所
等
を
利
用
す
る
３

歳
～
５
歳
の
お
子
さ
ん
と
、
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
０
歳
～

２
歳
の
お
子
さ
ん
の
利
用
料
の
無
償

化
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
施
設
及
び

対
象
者
等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
認
定
こ
ど
も
園
（
教
育
）・

幼
稚
園
・
認
可
外
保
育
施
設
等
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に
「
施
設

等
利
用
給
付
認
定
」
の
申
請
が
必
要

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
表
②
に
該
当
し
、
預
か
り
保
育
を

利
用
す
る
方
、
表
③
・
④
に
該
当
す

る
方
は
、
健
康
福
祉
課
に
て
申
請
書

類
を
配
布
し
ま
す
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
に
は
「
保
育

の
必
要
性
を
証
明
す
る
書
類
」
が

含
ま
れ
ま
す
。
勤
務
先
等
か
ら
証

明
し
て
も
ら
う
書
類
の
た
め
、
取

得
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
提
出
場
所

　
健
康
福
祉
課
⑥
番
窓
口

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

○
提
出
書
類

◆
支
給
認
定
（
現
況
）
申
請
書
兼
保

育
施
設
利
用
申
込
書

◆
勤
務
（
内
定
）
証
明
書
又
は
自
営

業
等
就
労
申
立
書
（
自
営
業
・
農

業
も
し
く
は
親
族
等
が
営
ん
で

い
る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

は
、
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
で

す
。）

※
両
親
の
分
と
同
居
の
祖
父
母
（
65

歳
未
満
の
方
）
の
分
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◆
家
庭
状
況
調
査
票

◆
入
所
児
童
調
査
票

◆
健
診
等
確
認
票

◆
入
所
申
込
に
つ
い
て
の
確
認
事
項

◆
同
意
事
項
及
び
誓
約
事
項

◆
そ
の
他
事
由
に
よ
っ
て
必
要
と
な

る
書
類

○
お
申
し
込
み
期
間

　
10
月
29
日
㈫
～
11
月
29
日
㈮

　
健
康
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
て
受
付

（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

※
11
月
16
日
㈯
は
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
ま
で
休
日
受
付
を
行
い
ま

す
。

※
町
外
の
保
育
施
設
へ
の
入
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
保
育
施
設
の
所

在
地
に
よ
っ
て
申
込
期
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
所
決
定
は
、
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
お
申
し
込
み
を
さ
れ
て
も
、
次
の

場
合
は
、
入
園
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
定
員
等
を
超
え
た
場
合

◆
未
提
出
書
類
が
あ
る
場
合

◆
保
育
施
設
へ
入
園
す
る
基
準
に
該

当
し
な
い
場
合

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
町
内
の

保
育
施
設
へ
新
規
入
園
、
ま
た
は
、

継
続
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11

月
29
日
㈮
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
保
育
施
設
へ
入
園
で
き
る
児
童
に

は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
①

～
⑦
の
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
児
童
を
保
育
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
同
一

住
所
の
親
族
等
が
当
該
児
童
を
保

育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で

す
。

○
基
準

①
昼
間
に
居
宅
外
で
月
64
時
間
以
上

の
労
働
を
し
て
い
る

②
昼
間
に
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ
て

月
64
時
間
以
上
の
労
働
を
し
て
い

る
③
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
、
産
後

間
も
な
い

④
け
が
や
病
気
、
ま
た
は
、
心
身
に

障
害
が
あ
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
心
身
に

障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
し
て
い
る

⑦
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

○
書
類
配
布
開
始
日

　
10
月
29
日
㈫
〜

　
健
康
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
て
配
布

保育園名 認定こども園
五霞幼稚園・保育園

川妻認定こども園
おひさま

所在地 元栗橋1589 川妻 494-5
電話番号 ☎（84）2355 ☎（84）1254
定　員 120名 80名

受入年齢 生後6ヵ月～小学校就学前 生後3ヵ月（首がすわってから）
～小学校就学前

開園時間 午前７時30分～午後７時 午前７時～午後７時
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境
・
五
霞
人
権
教
育
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
８
月
７
日
、
境
町
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
境
・

五
霞
人
権
教
育
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
両
町
の
教

育
長
を
は
じ
め
教
職
員

の
み
な
さ
ん
な
ど
２
０
１

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
講
師
に
近
畿
大
学

人
権
問
題
研
究
所
の
奥
田
均
先
生
を

お
招
き
し
、「
部
落
差
別
解
消
推
進

法
を
学
ぶ
～
差
別
意
識
の
カ
ラ
ク
リ

を
考
え
る
～
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
部
落

差
別
の
解
消
を
目
的
に
し
た
法
律
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
も
な

お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
２
０
１
６
年
12
月
に
部

落
差
別
解
消
推
進
法
は
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
先
生
か
ら
は
、「
部
落
差
別
を
受
け

て
い
る
人
に
は
、
差
別
を
受
け
た
こ

と
を
話
せ
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
人
は
「
も
う
部
落
差

別
な
ん
て
存
在
し
な
い
。」、「
あ
っ
て

も
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
。」、「
そ

れ
は
昔
の
話
じ
ゃ
な
い
の
か
。」
と
悪

気
な
く
思
い
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
、
厳
し
い
差
別
ほ
ど
見
え

に
く
い
。」、「
障
害
者
差
別
解
消
法
は

健
常
者
に
向
け
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
は
日
本
人
に
向
け
て
、
そ

し
て
部
落
差
別
解
消
推
進
法
は
全
て

10  

月
の
行
事
予
定

10  

月
の
行
事
予
定

の
国
民
に
向
け
て
の
法
律
で
あ
る
。」、

「
人
間
の
営
み
が
差
別
を
創
り
上
げ

て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
の

行
動
に
よ
っ
て
差
別
は
無
く
す
こ
と

が
で
き
る
。」
な
ど
、
差
別
解
消
へ
向

け
た
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
に
は
、
人
権
啓
発

映
画
と
し
て
「
ほ
ん
と
の
空
」
の
上

映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
で
は
、
誰
も
が
差
別
を

良
く
な
い
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る

の
に
、
自
分
や
身
近
な
人
以
外
へ
の

出
来
事
に
は
他
人
事
に
感
じ
、
ま
た
、

自
分
や
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
や

誤
解
や
偏
見
に
気
づ
か
ず
に
他
人
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
、
誤
解
や
偏

見
に
気
づ
き
向
き
合
う
こ
と
の
重
要

性
を
描
い
た
内
容
で
し
た
。
自
分
の

偏
見
に
気
づ
き
、
自
分
の
日
常
の
行

動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

思いやりの心で
明るい社会を

　
８
月
20
日
、
西
児
童
館
で
は
、「
夏
の

お
楽
し
み
会
」
を
開
催
し
、
輪
投
げ
や
お

み
く
じ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
輪
投
げ
は
、
一
人
２
回
投
げ
、
入
っ
た

数
で
景
品
を
選
べ
る
ル
ー
ル
で
行
い
ま
し

た
。

　
お
み
く
じ
は
、
職
員
手
作
り
の
お
み
く

じ
大
吉
・
吉
・
凶
の
入
っ
た
箱
か
ら
く
じ

を
１
枚
ひ
き
、
美
味
し
い
お
菓
子
袋
と
交

換
で
き
、
凶
を
引
い
た
子
は
残
念
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
　

　
次
に
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
で
す
。
タ
ラ
イ

に
水
を
は
り
、
ヨ
ー
ヨ
ー
を
浮
か
べ
、
こ

よ
り
で
作
っ
た
釣
り
針
で
楽
し
そ
う
に

釣
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
最
後
に
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
み
ん
な
で

食
べ
お
楽
し
み
会
を
終
わ
り
に
し
ま
し
た
。

　
児
童
館
で
は
、
色
々
な
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
み
ん
な
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　
7
月
23
日
、
南
児
童
館
で
は
、
夏
休

み
に
入
っ
て
す
ぐ
で
し
た
が
「
夏
の
お

楽
し
み
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、

曲
に
合
わ
せ
て
、「
お
ば
け
な
ん
て
な
い

さ
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
新
聞
紙
を
利
用
し
た
「
紙
タ

ワ
ー
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
チ
ー
ム
で
タ
ワ
ー

の
高
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
作
り
の
カ
ー
ド
で
「
神
経

衰
弱
」
や
「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の

ビ
ン
ゴ
へ
の
挑
戦
等
、
参
加
し
て
く
れ

た
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
館
庭
で
、
か
き
氷
、
綿
あ
め
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
の
模
擬
店
を
開
き
、
夏

祭
り
の
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
が
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に
、
一

時
の
涼
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西児童館　　　　☎（84）2321
・ちびっこ広場	 ４日㈮
・キャップタワー&缶タワー	 10日㈭
・ちびっこ広場	 18日㈮
・火おこし（母親クラブ主催）	 19日㈯
・ドッジボール大会	 21日㈪
・ぴよぴよ広場・避難訓練	 29日㈫
・ハロウィン	 31日㈭

南児童館　　　　☎（84）3456
・キャタピラー	 1日㈫
・避難訓練	 7日㈪
・ドッジボール大会	 7日㈪
・にこにこ広場	 11日㈮
・みんなでクッキング	 21日㈪
・にこにこ広場	 25日㈮
・ハロウィン	 29日㈫

夏のお楽しみ会　～南児童館～ 夏のお楽しみ会　～西児童館～
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ごかの
　お知らせ

（No.529）

役場の代表電話は☎（84）1111 です

お
し
ら
せ

（
健
康
福
祉
課
）

　
10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
の
対
策
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
に

つ
い
て

・
10
月
１
日
か
ら
町
内
２
か
所
の
郵

便
局
（
五
霞
郵
便
局
・
五
霞
原
宿

台
郵
便
局
）
に
お
い
て
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
開
始
し

ま
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
に

つ
い
て

・
10
月
１
日
か
ら
町
内
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
使
用
店
舗
で
使
用
を

開
始
し
ま
す
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
使
用
店
舗

に
つ
き
ま
し
て
は
、
購
入
引
換
券

に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
商
品
券
使
用
期
限
は
、
令
和
２
年

３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
五
霞
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
安
全
で
健
康
的
な
生
活
を

営
む
こ
と
へ
の
手
助
け
と
な
る
よ
う

例
年
赤
十
字
講
習
を
受
講
し
て
お
り

ま
す
。

　
広
く
住
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
災
害
時
の
健
康
生
活
支
援
な
ど

の
普
及
の
た
め
に
、
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

○
日
時
　
11
月
20
日
㈬

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時

○
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
講
習
内
容

◆
赤
十
字
の
概
要
に
つ
い
て

◆
非
常
食
炊
き
出
し

◆
三
角
巾
包
帯
法

○
参
加
費
　
無
料

○
定
員
　
30
名
程
度

※
児
童
館
職
員
が
、
別
室
で
お
子
様

を
お
預
か
り
し
ま
す
。
お
子
様
連

れ
の
方
は
、
お
申
し
込
み
時
に
お

子
様
の
預
か
り
希
望
を
申
し
出
く

だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
期
限
　
10
月
31
日
㈭

○
お
申
し
込
み

健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
都
市
建
設
課
）

　
昨
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
募
集
し
ま
し
た
五
霞
IC
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
新
地
名
に

つ
い
て
、
町
内
外
か
ら
１
２
３
件
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
五
霞

IC
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
新
地
名
検
討
委
員
会
に
て
、「
か
す

み
台
」、「
ご
か
み
ら
い
」、「
ひ
ば
り
が

丘
」
の
３
件
に
候
補
を
選
定
し
、
最

終
選
考
に
て
「
ご
か
み
ら
い
」
を
候

補
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
９
月
定
例
町
議
会
に
お

い
て
「
ご
か
み
ら
い
」
を
新
地
名
と

す
る
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
採
用
作
品
（
ご
か
み
ら
い
）

及
び
佳
作
作
品
２
点
（
か
す
み
台
、

ひ
ば
り
が
丘
）
の
受
賞
者
へ
の
表

彰
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
中
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課

五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
都
市
建
設
課
）

　
町
道
の
修
繕
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町
道
９
号
線
道
路
修
繕
工
事

○
工
事
期
間
　
10
月
下
旬
ま
で

○
工
事
箇
所
　
小
手
指
地
内

○
施
工
業
者
　
㈱
阪
東
組

○
お
問
い
合
わ
せ

都
市
建
設
課
　
建
設
管
理
Ｇ

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

五
霞
IC
周
辺
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
新
地
名
が『
ご

か
み
ら
い
』に
決
定
し
ま
し
た

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

五霞インター
チェンジ

圏
央
道

五
霞
落
川

新
４
号
線

江川
工業団地

工事箇所

舟渡橋

×

N

工事箇所工事箇所

N工事箇所工事箇所

町道７号 1980

町道８号２

町道８号標識 町道８号１

N

工事箇所工事箇所

●
童夢公園

権
現
堂
川国道４号線

NNN

×

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

NN

冬木落川

五霞土地改良区
冬木下機場

浄徳院

五霞町消防団
第四分団詰所

工事箇所工事箇所

●

●

●

N

大崎
工業団地

大崎
工業団地

小手指配水場
●

赤
十
字
講
習
会
を
開
催
し

ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売

及
び
使
用
開
始
の
お
知
ら
せ
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Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す

（
健
康
福
祉
課
）

【
高
齢
者
の
方
】　

○
接
種
期
間

令
和
元
年
10
月
1
日
㈫
〜

令
和
２
年
1
月
31
日
㈮

○
対
象
者

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病

気
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手

帳
、
ま
た
は
、
医
師
の
診
断
書
が

必
要
。
）

○
接
種
方
法

県
内
の
委
託
医
療
機
関
（
茨
城
県

医
師
会
に
所
属
）
に
予
約
し
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
県
外
で
接
種
す
る
場
合
、
町
と
の

委
託
契
約
医
療
機
関
で
あ
れ
ば

同
じ
公
費
負
担
額
で
助
成
さ
れ
ま

す
。
予
診
票
は
、
健
康
福
祉
課
⑤

番
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

※
や
む
を
得
ず
、
町
と
委
託
契
約
を

し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種
さ

れ
た
方
に
は
、
支
払
っ
た
接
種
料

金
の
う
ち
助
成
金
額
分
を
払
い

戻
し
し
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課

⑤
番
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

○
助
成
金
額
（
一
人
1
回
ま
で
）

２
，
０
０
０
円

※
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な

り
ま
す
。

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
工
事
期
間
中
は
、
体
育
館
の
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
改
修
工
事
に
伴
い
、
10
月

か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
事
務

室
が
中
央
公
民
館
へ
移
転
と
な
り
ま

す
。テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
球
場
の
予
約

に
つ
い
て
は
、
中
央
公
民
館
で
の
受

付
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
に
つ
い
て
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
工
事
期
間

令
和
元
年
10
月
１
日
〜

令
和
２
年
３
月
下
旬

○
工
事
内
容

・
屋
根
及
び
外
壁
改
修
工
事

・
ト
イ
レ
改
修
工
事

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
改
修
工
事

・
ア
リ
ー
ナ
改
修
工
事

・
給
排
水
管
改
修
工
事

・
受
変
電
設
備
改
修
工
事

○
施
工
業
者
　
㈱
関
口
建
設

○
お
問
い
合
わ
せ

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

○
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

年
齢
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保

険
証
等
）

【
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
】

○
接
種
期
間

令
和
元
年
10
月
1
日
㈫
〜

令
和
２
年
1
月
31
日
㈮

○
対
象
者

本
町
に
居
住
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
（
1
・
2
・
3
級
）
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方

○
接
種
方
法

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
等
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
助
成
金
額
　
２
，
０
０
０
円

※
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
に
満

た
な
い
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な

り
ま
す
。

○
助
成
金
申
請
方
法

次
の
も
の
を
持
参
の
う
え
、
健
康

福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
認
印

・
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

（
レ
シ
ー
ト
不
可
）

・
通
帳

○
申
請
期
間

令
和
元
年
10
月
2
日
㈬
〜

令
和
２
年
２
月
28
日
㈮

（
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

○
接
種
期
間

令
和
元
年
10
月
1
日
㈫
〜

令
和
２
年
1
月
31
日
㈮

○
対
象
者

①
生
後
6
カ
月
以
上
、
13
歳
未
満
ま

で
の
方

②
13
歳
以
上
、
中
学
3
年
生
相
当
ま

で
の
方

○
助
成
金
額
及
び
接
種
回
数

　
予
防
接
種
1
回
に
つ
き

　
１
，
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

①
生
後
6
カ
月
以
上
、
13
歳
未
満
の

方
は
2
回

②
13
歳
以
上
、
中
学
3
年
生
相
当
ま

で
の
方
は
１
回

○
接
種
方
法

県
内
の
委
託
医
療
機
関
（
猿
島
郡

医
師
会
・
古
河
市
医
師
会
に
所
属
）

に
予
約
し
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
医
療
機
関
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ　
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（
上
下
水
道
課
）

　
農
業
集
落
排
水
施
設
を
使
用
し
て

い
る
世
帯
や
公
共
下
水
道
に
接
続
さ

れ
て
い
て
、
井
戸
水
を
使
用
し
て
い

る
世
帯
（
水
道
水
と
井
戸
水
を
併
用

し
て
い
る
世
帯
を
含
む
）
は
、
住
民
登

録
が
さ
れ
て
い
る
方
の
人
数
等
に
よ

り
使
用
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
が
、

進
学
や
長
期
入
院
、
老
人
保
健
施
設

等
へ
の
入
所
等
に
よ
り
、
や
む
を
得

ず
住
民
票
が
異
動
で
き
な
い
場
合
に

使
用
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
該
当
す
る
世
帯
は
、
減
免
申
請
書

及
び
必
要
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
上
下
水
道
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
上
下
水
道
課
　
下
水
道
Ｇ

　
☎

（84）
３
３
４
６
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　
町
で
は
、
特
定
健
診
の
結
果
、
糖

尿
病
と
高
血
圧
の
有
所
見
率
が
高
い

こ
と
か
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重

点
を
置
き
、
保
健
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
は
、
進
行

す
る
と
腎
臓
や
目
な
ど
の
細
い
血
管

に
影
響
を
与
え
ま
す
。

○
主
な
回
収
対
象
物

・
ハ
ウ
ス
等
被
覆
用
ビ
ニ
ー
ル

・
肥
料
用
空
袋

・
園
芸
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム

・
水
稲
育
苗
箱

※
回
収
物
の
状
態
や
種
類
に
よ
っ
て

回
収
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。

○
回
収
日
　
10
月
15
日
㈫

○
収
集
場
所

　
五
霞
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
　
敷
地
内

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
都
市
建
設
課
）

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
き
、
権
利
取
得
者
（
譲
受
人
）

は
、
市
町
村
へ
届
出
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
届
出
の
必
要
な
面
積

　
市
街
化
区
域
２
，
０
０
０
㎡
以

上
、
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計

画
区
域
５
，
０
０
０
㎡
以
上
、
都

市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
１
０
，

０
０
０
㎡
以
上

○
届
出
の
必
要
な
取
引

　
売
買
、
交
換
、
共
有
物
持
分
の
譲

渡
、
一
時
金
を
伴
う
地
上
権
、
賃

借
権
の
譲
渡
又
は
設
定
等

○
届
出
期
限

　
契
約
締
結
日
（
契
約
締
結
日
を
含

（
産
業
課
）

　
茨
城
県
農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、

規
模
縮
小
や
経
営
転
換
等
の
理
由
に

よ
り
、
農
地
の
貸
付
を
希
望
さ
れ
る

方
の
申
出
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
借
り
し
た
農
地
は
、公
募
で
募
集

し
た
担
い
手
の
方
に
対
し
、茨
城
県
農

地
中
間
管
理
機
構
が
転
貸
し
ま
す
。

　
農
用
地
の
貸
借
手
続
き
の
流
れ
や

公
募
に
応
募
さ
れ
て
い
る
担
い
手
の

情
報
は
、
茨
城
県
農
地
中
間
管
理
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間
　

　
10
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭

○
届
出
書
配
布
・
受
付
場
所

　
産
業
課
窓
口
　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

　

（
産
業
課
）

　
使
用
済
み
と
な
っ
た
農
業
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
条
件

・
事
前
申
込
み
を
さ
れ
た
方

・
農
家
（
個
人
）
と
運
搬
事
業
者
と

の
間
で
契
約
を
締
結
し
て
い
る
方

む
。
）
か
ら
２
週
間
以
内

※
詳
し
く
は
、
都
市
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
都
市
建
設
課
　
都
市
計
画
Ｇ

　
☎

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

（
上
下
水
道
課
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ

り
定
期
的
に
交
換
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
は
、
町
が

発
行
し
た
受
託
証
明
書
を
持
っ
た
指

定
水
道
工
事
店
が
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
事
前

に
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
時
の
立
会
い
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
作
業
員
が
敷

地
内
に
立
ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
作
業
期
間

　
10
月
11
日
㈮
～ 

21
日
㈪

○
交
換
費
用
　
無
料

※
作
業
等
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の

で
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
止
水
栓

の
上
に
は
物
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
上
下
水
道
課
　
水
道
Ｇ

　
☎

（84）
３
０
０
０
（
直
通
）

　
今
回
、
い
ば
ら
き
腎
臓
財
団
か

ら
、
腎
臓
病
の
重
症
化
予
防
に
関
す

る
栄
養
指
導
を
専
門
と
す
る
講
師
を

招
き
、
生
活
習
慣
予
防
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら

よ
り
健
康
に
な
れ
る
の
か
、
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
日
目

○
日
時
　
11
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

  

（
受
付
　
午
前
10
時
10
分
～
）

○
内
容
　

　
高
血
圧
・
高
血
糖
が
腎
臓
に
お
よ

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
講
話

○
講
師

　
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

　
生
活
科
学
部
食
物
健
康
科
学
　

　
准
教
授
　
石
川
　
祐
一
先
生

○
場
所
　
中
央
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
文
化
祭
と
同

時
開
催
と
な
り
ま
す
。

２
日
目
　

○
日
時
　 

11
月
７
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

  

（
受
付
　
午
前
９
時
40
分
～
）

○
内
容
　
調
理
実
習

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
定
員
　
先
着
15
名

○
お
申
し
込
み
期
限
　
10
月
31
日
㈬

※
1
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　
健
康
支
援
室

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
及
び

下
水
道
使
用
料
減
免
の
お
知
ら
せ

生
活
習
慣
病
予
防
教
室　

　
　
　
　

農
用
地
の
貸
付
希
望
受
付

の
お
知
ら
せ

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取

引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

催

し
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（
健
康
福
祉
課
）

　
町
で
は
障
害
者
（
児
）
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ

の
方
に
合
わ
せ
た
情
報
の
提
供
・
助

言
を
行
っ
て
い
る
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
窓
口
に
は
専
門
の
相
談
員
が

配
置
さ
れ
、
身
体
的
・
知
的
・
精
神

的
な
ど
の
障
害
に
つ
い
て
、
障
害
者

（
児
）
が
か
か
え
る
様
々
な
悩
み
・
問

題
な
ど
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
事
前
に
電
話
等
で
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
、
自
宅
訪
問
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
8
日
㈫

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時

○
場
所
　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
に
使
用
す
る

軽
油
に
は
、
１
ℓ
あ
た
り
32
・
１
円
の

軽
油
引
取
税
が
課
税
さ
れ
て
お
り
、

み
な
さ
ん
の
生
活
の
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

等
を
混
ぜ
て
「
不
正
軽
油
」
を
製
造

し
て
い
る
人
、
そ
れ
を
販
売
・
購
入

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
灯
油
や
重
油

等
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
燃
料
に

使
用
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
不
正
な
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使

用
す
る
行
為
は
、
環
境
を
汚
染
す
る

と
と
も
に
、
脱
税
行
為
で
も
あ
り
、

刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
を
使
用
し
て
い
る
疑
い

の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
県
西
県
税

事
務
所
ま
で
一
報
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

・
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　
課
税
第
一
課
　
軽
油
引
取
税
担
当

　
☎
０
２
９
６

（24）
９
１
９
２

・
不
正
軽
油
１
１
０
番

　
　
０
１
２
０
（
２
４
１
）
７
４
４

　(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
24
時
間
受
付)

　
行
幸
湖
（
権
現
堂
調
節
池
）で
川
の

再
生
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
か
ら

※
降
雨
時
は
、
中
止
と
な
り
ま
す
。

○
場
所
　
権
現
堂
一
号
公
園

 

　
　
　 

（
久
喜
市
小
右
衛
門
50
）

○
内
容
　
カ
ヌ
ー
体
験
、
水
質
浄
化

　
用
の
浮
島
製
作
体
験（
要
申
込
）な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所

　
調
節
池
管
理
所

　
☎
０
４
８
０

（43）
２
８
９
５

　
　
０
４
８
０

（43）
４
６
３
１

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
、
福
祉
、
教
育
、

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
９
５
（
直
通
）（

産
業
課
）

　
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
消

費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け

た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専
門
の
相

談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
9
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

  

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里
　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

相

談

消
費
生
活
相
談

生
活
相
談

ダ
メ
！
不
正
軽
油

浮
き
ウ
キ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

を
開
催
し
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

（
生
活
安
全
課
）

　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
消
防

団
員
の
強
固
な
消
防
精
神
を
養
成
、

厳
正
な
規
律
、
確
実
な
団
体
行
動
の

徹
底
を
図
り
、
火
災
現
場
に
お
い

て
、
迅
速
か
つ
的
確
に
消
火
活
動
に

あ
た
る
団
員
の
育
成
を
目
的
に
、
消

防
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
県
西
地
区

の
市
町
か
ら
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
て

競
い
ま
す
。

　
本
町
か
ら
は
、
五
霞
町
消
防
団
を

代
表
し
、
第
４
分
団
の
６
名
が
出
場

し
ま
す
。

　
第
４
分
団
で
は
、
５
月
か
ら
大
会

に
向
け
て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
大
会
当
日
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

も
家
族
そ
ろ
っ
て
見
学
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
20
日
㈰
　

　
午
前
９
時
か
ら

○
場
所

　
古
河
市
中
央
運
動
公
園

　
イ
ベ
ン
ト
広
場

 

（
古
河
市
下
大
野
２
５
２
８
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

第
70
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

県
西
地
区
大
会

第
16
回 

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

障
害
者
相
談

示示
掲掲

板板

新
体
力
テ
ス
ト
測
定
会

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
健
康
維
持
の
一
環
と
し
て
、
体
力

年
齢
を
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時
　
10
月
27
日
㈰

　
午
前
９
時
～
正
午

  

（
受
付
　
午
前
11
時
ま
で
）

○
場
所
　
五
霞
中
学
校
体
育
館

○
対
象
者
　 

20
歳
～
79
歳

○
持
ち
物
　
運
動
靴
・
タ
オ
ル

※
運
動
で
き
る
格
好
に
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
　
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎

（84）
３
５
３
３
（
直
通
）

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

○
日
時
　
10
月
19
日
㈯

 

（
受
付
　
午
前
８
時
～
）

※
降
雨
時
、
翌
日
に
順
延
。

○
場
所
　
ご
か
み
ず
べ
公
園

　
　
　 

（
五
霞
町
江
川
３
２
０
１
）

○
対
象
者

　
中
学
生
以
上
の
町
内
在
住・在
勤
者

○
参
加
費
　
一
人
　
５
０
０
円

○
お
申
し
込
み
方
法
　

　
10
月
14
日
㈪
ま
で
に
、
中
央
公
民

館
に
あ
る
要
項
で
詳
細
を
確
認
の

う
え
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

FAX
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し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
灯
油
や
重
油

等
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
燃
料
に

使
用
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
不
正
な
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使

用
す
る
行
為
は
、
環
境
を
汚
染
す
る

と
と
も
に
、
脱
税
行
為
で
も
あ
り
、

刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
を
使
用
し
て
い
る
疑
い

の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
県
西
県
税

事
務
所
ま
で
一
報
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ 

・
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　
課
税
第
一
課
　
軽
油
引
取
税
担
当

　
☎
０
２
９
６

（24）
９
１
９
２

・
不
正
軽
油
１
１
０
番

　
　
０
１
２
０
（
２
４
１
）
７
４
４

　(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
24
時
間
受
付)

　
行
幸
湖
（
権
現
堂
調
節
池
）で
川
の

再
生
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
　
10
月
27
日
㈰

　
午
前
10
時
か
ら

※
降
雨
時
は
、
中
止
と
な
り
ま
す
。

○
場
所
　
権
現
堂
一
号
公
園

 

　
　
　 

（
久
喜
市
小
右
衛
門
50
）

○
内
容
　
カ
ヌ
ー
体
験
、
水
質
浄
化

　
用
の
浮
島
製
作
体
験（
要
申
込
）な
ど

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所

　
調
節
池
管
理
所

　
☎
０
４
８
０

（43）
２
８
９
５

　
　
０
４
８
０

（43）
４
６
３
１

○
当
日
の
連
絡
先

　
　
０
９
０（
１
２
６
６
）８
３
７
１

　
県
で
は
、
家
庭
的
保
育
に
興
味
の

あ
る
方
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
保
育
士

資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
家
庭
的

保
育
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご
確
認

の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
子
ど
も
未
来
課

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
５
２

　
Ｈ
Ｐ
「
茨
城
県 

家
庭
的
保
育
」
で

　
検
索

　
家
族
や
ご
本
人
か
ら
の
相
談
を
、

精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
毎
月
１
回

　
今
月
は
、
10
月
25
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
完
全
予
約
制

○
場
所
　
古
河
保
健
所
　

　
　
　
　
１
階
相
談
室
⑷

○
連
絡
先

　
古
河
保
健
所
　
☎

（32）
３
０
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

　
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
の
な
い
妊

婦
が
妊
娠
20
週
頃
ま
で
に
風
し
ん
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
に
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
と
称
さ
れ
る
先
天
性
心

疾
患
、
難
聴
、
白
内
障
な
ど
の
障
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
無
料
で
風
し

ん
抗
体
検
査
を
受
け
ら
れ
る
「
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

○
実
施
期
限

　
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

○
対
象
者

　
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
同

　
居
者
等

○
場
所
　
県
内
指
定
医
療
機
関

※
県
内
指
定
医
療
機
関
の
一
覧
は
、

　
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
保
健
福
祉
部
疾
病
対
策
課 

　
健
康
危
機
管
理
対
策
室

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
３
３

　
こ
の
制
度
は
、
公
的
年
金
等
の
収

入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
、
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

　
課
税

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

　
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

　
を
受
給
し
て
い
る
方

　
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要

　
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

　
以
下

○
請
求
手
続
き

①
本
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を

　
受
給
し
て
い
る
方

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
案
内
が

9
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま
す
。

　
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
風
し
ん
抗
体
検
査

事
業
を
実
施
し
ま
す

②
本
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受

　
給
し
始
め
た
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
、

年
金
事
務
所
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

　
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

　
ら
、 

口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

　
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り

　
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
開
始
日
　
10
月
１
日

○
お
問
い
合
わ
せ

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

（05）
４
０
９
２

  

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

 
「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
。
」
な
ど
就
職
に
つ
い
て
の
悩

み
や
不
安
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
次
の
と
お
り
、
若
者
の
就
労
支
援

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
西
サ
ポ
ス
テ
で
は
、
課

題
克
服
の
た
め
、
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
、

面
接
練
習
、
履
歴
書
添
削
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。

○
日
時

　
10
月
８
日
㈫
、
11
月
12
日
㈫

　
両
日
、
午
後
2
時
～
午
後
4
時

 

（
前
日
ま
で
の
予
約
制
）
　

○
場
所
　

　
五
霞
町
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー
　

相
談
室

○
対
象

　
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方
、ま
た
は
、

　
保
護
者
・
関
係
者

○
お
問
い
合
わ
せ

　
い
ば
ら
き
県
西
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　
☎
０
２
９
６

（54）
６
０
１
２

○
日
時
　
11
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

  

（
受
付
　
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

○
場
所

　
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
　

ア
ル
テ
リ
オ
２
階

  

（
筑
西
市
丙
３
７
２
）

○
相
談
内
容

　
在
留
資
格
、
労
働
問
題
、
国
際
結

婚
、
税
金
、
保
険
、
そ
の
他
生
活

全
般

※
相
談
無
料
、
面
談
方
式
、
秘
密
厳

守
、
通
訳
付
き

○
対
応
言
語

　
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
タ
イ

語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語

○
お
問
い
合
わ
せ

　（
公
財
）茨
城
県
国
際
交
流
協
会
外

国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
２
４
４
）
３
８
１
１

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相
談

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
が
始
ま
り
ま
す

家
庭
的
保
育
者
認
定
研
修

を
開
催
し
ま
す

※通信費は、
　個人負担と
　なります。

外
国
人
の
た
め
の
一
日
無
料

弁
護
士
相
談 

in 

筑
西

携帯
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
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五
霞
中
学
校
で
は
、
九
月
に
は
三
年
生
の

修
学
旅
行
、
二
年
生
の
職
場
体
験
学
習
、
そ

し
て
十
一
月
に
は
、
合
唱
祭
・
か
す
み
祭
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
修
学
旅

行
や
合
唱
祭
・
か
す
み
祭
が
最
後
の
大
き
な

行
事
に
な
り
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
三
年
生
最
後
の
合
唱
祭
・
か
す
み
祭

三
年
　
須
釜
　
千ち

景か
げ

　
五
月
の
体
育
祭
に
引
き
続
き
、
校
内
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
か
す
み
祭
、
合
唱
祭
が
今

年
も
幕
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
合
唱
祭
で
は
、
各
ク
ラ
ス
工
夫
を

重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
校
内
に
響
き
、

た
く
さ
ん
の
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

ク
ラ
ス
の
団
結
力
、
魅
力
を
響
か
せ
る
と
と

も
に
、
ク
ラ
ス
全
員
の
想
い
ま
で
届
け
ら
れ
る

合
唱
祭
に
し
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
か
す
み
祭
で
は
、
三
年
生

を
中
心
と
し
て
、
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
輝
け
る
よ
う
に
、
実
行
委
員
を
中
心

に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
三
年
生
は
、
受
験
前
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
全
力
で
楽
し
ん
で
、
心

に
残
る
思
い
出
と
な
る

よ
う
、
全
校
生
徒
と
先

生
た
ち
総
勢
二
〇
〇
名

で
、
最
高
の
か
す
み
祭

を
作
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
写
真
は
昨
年
の
合
唱
祭

の
様
子
）

◇
郡
新
人
大
会
に
向
け
て二

年
　
𠮷
田
　
紫し

織お
り

　
私
は
、
柔
道
の
郡
新
人
大
会
で
頑
張
り
た

い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
試
合
で
す
。
私
は
無
差
別
級
に
出

場
し
、
体
重
差
が
あ
る
相
手
と
試
合
を
す
る

の
で
、
勝
つ
た
め
に
毎
日
休
ま
ず
部
活
に
参

加
し
、技
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
で
す
。
ま
た
、

団
体
戦
で
は
、
メ
ン
バ
ー
に
は
入
れ
な
か
っ
た

人
た
ち
の
た
め
に
も
一
勝
で
も
多
く
勝
っ
て
、

優
勝
し
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、先
輩
ら
し
い
行
動
と
態
度
で
す
。

新
人
戦
は
三
年
生
が
引
退
し
、
二
年
生
の
私

た
ち
が
一
年
生
に
様
々
な
こ
と
を
教
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
輩
ら

し
い
行
動
と
態
度
で
一
年
生
の
手
本
に
な
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

私
は
副
部
長
と
し
て
、

部
長
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な

が
ら
部
を
一
つ
に
ま
と

め
て
い
く
努
力
を
し
た

い
で
す
。

◇
職
場
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

二
年
　
遠
藤
　
愛あ

姫き

　
私
は
、｢

か
つ
太
郎｣

で
職
場
体
験
を
し
ま

し
た
。
二
日
間
の
体
験
か
ら
、
働
く
こ
と
は
楽

し
い
け
れ
ど
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
特
に
、
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
で
の
接
客
で
は
、

最
初
は
、
恥
ず
か
し
く
て
う
ま
く
接
客
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、お
客
様
か
ら
の「
が

ん
ば
っ
て
ね
」
と
い
う
温
か
い
言
葉
か
け
や
従

業
員
の
方
の
優
し
い
サ
ポ
ー
ト
で
、
働
く
こ

と
は
楽
し
い
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
、
こ
れ

か
ら
の
職
業
選
択
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

The

　
8
月
に
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、

２
０
０
９
年
～
２
０
１
０
年
に
が
ん
と
診

断
さ
れ
た
患
者
の
５
年
生
存
率
（
が
ん
と

診
断
さ
れ
た
人
が
５
年
後
に
生
存
し
て
い

る
割
合
）
が
、
全
て
の
が
ん
を
合
わ
せ
て
、

66
・
1
％
だ
っ
た
と
公
表
し
ま
し
た
。
部
位

別
で
見
る
と
、
生
存
率
に
は
大
き
く
差
が

あ
り
、
こ
れ
は
治
療
の
難
し
さ
な
ど
の
理
由

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

  　
現
在
、
日
本
人
は
、
一
生
の
う
ち
に
、
２

人
に
１
人
は
何
ら
か
の
が
ん
に
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
の
発
展

に
よ
り
、
一
部
の
が
ん
で
は
早
期
発
見
と
早

期
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
は
こ
う
し
た
医
療
技
術
に
基
づ

き
、
が
ん
の
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
確
実
な
方
法
で
す
。
し
か
し
こ
こ

で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
が

ん
検
診
は
「
が
ん
が
あ
る
か
、
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
が
判
明
す
る
ま
で
の
す
べ
て
の

過
程
を
指
す
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
、

精
密
検
査
が
必
要
と
い
う
結
果
が
出
た
に

も
関
わ
ら
ず
放
置
し
た
場
合
は
、
検
診
の

意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
現
在
、
科
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
が
ん

死
亡
率
の
減
少
が
認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働

省
の
「
が
ん
予
防
重
点
健
康
教
育
及
び
が

ん
検
診
実
施
の
た
め
の
指
針
」
に
定
め
ら

れ
た
検
診
は
、
胃
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
肺

が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
５
つ
で
す
。

町
で
も
、
以
上
５
つ
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
、
日
程
が

合
わ
ず
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
は
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課　
保
健
師

が
ん
検
診

考え・進め・未来へ

学校
コーナー

がん検診 乳がん・子宮頸がん検診
日にち 12月7日㈯ 3月14日㈯

申込み

追 加申 込 の
ご案内は、広
報11月号で
行います。

コールセンターへの申
し込みが必要です。
申込期間
　令和2年2月3日㈪
　　　　～2月4日㈫
☎0570（077）150

（午前9時～午後５時まで）

がんの
種類

病気（ステージ） 全体1期 2期 3期 4期
乳房 99.8 95.9 79.9 37.2 92.5
子宮体 96.8 89.9 74.0 21.3 82.1
子宮頸 95.3 78.7 61.4 25.2 75.3
大腸 95.4 88.1 76.5 18.7 72.9
胃 94.6 68.5 45.1 9.0 71.6
肺 81.2 46.3 22.3 5.1 40.6
全部位 − − − − 66.1

※他の種類のがんや、がん診療連携拠点病院等 
　全体、都道府県別、などの結果を知りたい場
　合は国立がん研究センターのホームページを
　ご覧ください。

五霞中学校
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。 総務課広報担当☎84―1111（内線214） 

人

人
人

世帯

（ 人）

（ 　 人）
（91人）

（ 　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ ☎84―1966

介護保険料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ ☎84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ ☎84―3000

9

8,561

4,327
4,234

3,276

213

122

159

 前月比  －5人 （＋5人）

10月の納税 ▶納期限…10月31日（木）まで

▶10月の開設日
31日（木）：午後５時15分～７時

2019年 月 小児医療輪番制

※ 輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町） ☎87―8111
古河赤十字病院（古河市）……… ☎23―7111
友愛記念病院（古河市）………… ☎97―3000

古河古河病院（古河市）……………… ☎47―1010

町長（直通）■84―1550　FAX

３期町 県 民 税 町民税務課 税務G ☎84―1966 
４期国民健康保険税 町民税務課 税務G ☎84―1966 
３期後期高齢者医療保険料 町民税務課 税務G ☎84―1966
４期介 護 保 険 料 健康福祉課 高齢者支援G ☎84―0006

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、短縮ダイヤル＃7119
又は☎03―5367―2365

24時間365日

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、短縮ダイヤル＃8000
その他の電話からは☎03―5367―2367

24時間365日

【休日等窓口】6月1日（土）～

休日等 土曜日、日曜日、祝祭日（年末年始を除く）

開庁時間 午前8時30分～午後５時15分

証明書種類
○住民票　　○印鑑証明

 

必要なもの
マイナンバーカードが必要です！

（電子証明書　数字4ケタの暗証番号）
 ※ない方は、事前に作成・登録してください。

　町民税務課 町民Ｇ　☎84―1965（直通）

または郵送手続きをご利用ください。

○お問い合わせ

※戸籍謄抄本が必要な方は平日開庁日

輪番日…月～土曜日：午後６時～午後11時
日・祝・年末年始（¹²/₂₉▶¹/₃）：午前9時～午後4時

10
火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31 西南

紙類

不燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類キャタピラー（南児童館）

ふれあいハート教室（保健センター）

生活困窮者自立支援事業巡回相談日（役場1階　小会議室）
キャップタワー&缶タワー（西児童館）

町税等夜間収納（各窓口）
ハロウィン（西児童館）

わくわく元気づくり⑮（保健センター）
にこにこ広場（南児童館）

農業用プラスチック回収日(五霞ライスセンター)

3歳児健診（保健センター）

わくわく元気づくり⑯（保健センター）

道の駅ごか定休日　成人健康相談（保健センター）
ドッジボール大会（西児童館）
みんなでクッキング（南児童館）

ちびっこ広場（西児童館）

3～5か月児健診（保健センター）

即位礼正殿の儀

にこにこ広場（南児童館）

缶類

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

缶類

可燃ごみ

古河

友愛

日赤

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

西南

西南

日赤

西南

古河

友愛

日赤

行幸湖浮きウキフェスタ（権現堂1号公園）
新体力テスト測定会（五霞中学校体育館）

ぴよぴよ広場（西児童館）　避難訓練（西児童館）
ハロウィン（南児童館）　親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

道の駅定休日
ドッジボール大会（南児童館）
避難訓練（南児童館）

すくすく相談（保健センター）
ちびっこ広場（西児童館）

障害者相談日（役場1階　小会議室）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）
消費生活相談窓口（ひばりの里）
行政相談（役場1階　小会議室）

体育の日

ごかりん祭（道の駅）
第70回消防ポンプ操法競技大会県西地区大会（古河市）

ごかりん祭（道の駅）　町民グラウンドゴルフ大会（ごかみずべ公園）
うたごえサロン(中央公民館）　火おこし（母親クラブ主催）（西児童館）　
紅葉した赤城山を登ろう（群馬県）

西南



 

町
公
式
tw
itter 

https://tw
itter.com

/goka_tow
n

町
公
式
facebook 

https://w
w
w
.facebook.com

/goka.tow
n

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
 
https://w

w
w
.tow

n.goka.lg.jp/m
m
_pro/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
httpｓ://w

w
w
.tow

n.goka.lg.jp/
Eメ
ー
ル
 

m
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tow
n.goka.lg.jp

■
発
行
／
五
霞
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場
　
〒
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城
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島
郡
五
霞
町
大
字
小
福
田
1162-1　

☎
0280（

84）1111(代
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　五霞町の秋を彩る食の祭典「五霞ふれあい祭り」を11月３日㈰午前９時から午後３時まで開催し
ます。
　五霞ふれあい祭りは、企画を行う実行委員のアイデアやパワーがぎっしり詰まった手作りのイベン
トで、五霞町産食材を使った料理など多くの「飲食品・物販品の提供・販売」、子どもから大人まで
楽しく学べる「参加体験型プログラム」、祭りに華をそえる「観て楽しいステージショー」など、食
べて楽しめる五霞町で１番大きなイベントです。
　あなたも五霞ふれあい祭りで「五霞町を元気にする」「いろんな人とのふれあいを大切にする」身
近ないいこと（プチボランティア）してみませんか？ 一緒に来場者を楽しませたい方、お待ちして
います！

【１日プチボラ】
11/3㈰午前７時～午後４時
・体験ブースなどでお手伝い
・ごかりんや他のゆるキャラのお手伝い
※みんなで交代しながらのんびりやります。

【半日プチボラ】
11/2㈯午前９時～（約２～３時間）
・前日の準備お手伝い
　プチボランティアで楽しく活動したい方は、10月18日㈮までにQRコードから
　お申し込み、または、電話にて①コース名（１日プチボラ・半日プチボラ）、
　②氏名、③年齢、④連絡先（Eメール、または、電話番号）を政策財務課まで
　連絡ください。

○ご連絡・お問い合わせ：五霞ふれあい祭り運営委員会　☎（84）1111（内線223）
                                    （事務局：政策財務課　政策Ｇ）

第14回  五霞ふれあい祭り　
　　－ You！食べちゃいなよ！ －

11/3㈰
in中央公民館

みんなで楽しく
プチボラしよう！

ちから仕事はないよ。
おとなもこどもも
みんな一緒に楽しもう！
プチ参加賞もあるよ～！

町
行
政
相
談
所

◆
日
時　
10
月
９
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

※
事
前
予
約
は
、必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
相
談
時
間
は
一
人
あ
た
り
30
分 

 

　
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
広
報
戦
略
Ｇ

　
☎

（84）
１
１
１
１（
内
線
２
２
６
）

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

◆
日
時　
10
月
18
日
㈮

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　
下
妻
公
民
館
　
２
階
大
会
議
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
き
く
み
み
茨
城

・
☎
０
５
７
０（
０
９
０
）１
１
０

・
☎
０
２
９（
２
５
３
）１
１
０
０

　
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
、分
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標
識
、階
段
に
手
す

り
が
な
く
不
安
な
ど
、困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。こ
の
よ
う
な

時
は
、行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、岡
野
𠮷
雄
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会・町
行
政
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。ご
相
談
は
、無
料・秘
密
厳
守
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所
を

　
　
　
　
開
設
し
ま
す

五霞町
行政相談委員
岡野　吉雄さん
☎（84）2814

※通信費は、
　個人負担と
　なります。


